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被災地だより
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欝来は、「地震jに攪わる仕事につきたい。
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これ以上人災による犠牲者を出さないために

強力な絆を避難所になった神戸の学校現場から全国へ
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全教神戸市教職員組合「絆編集係」神戸市中央区下山手通4 • 1, 3 • 9中尾ピル3F • 
TEL-078-391-7508 • FAX~078-391-8549 ・〒振込口座番号01170-7-29732

． 

こうべ姑、を全、を心が生かされた
「学」になっているでしょうか？ s 

•• ~
 

．
 

•• 
:F ．
 

•I 
7
 

＇ ． 

屠隣鬱紛 『大震災100の教訓」
I編集：塩崎賢明 （神戸大学工学部教授） 西川榮ー （神戸商船大学教授） l 
！ 出口俊一 （兵庫県震災復興研究センター事務局長） 兵庫県震災復 l
i 興研究センター（被災地復興を目標に 1995年4月設立、その後被災 l
l 地の情報発信を全国に続けている。）
l内容：大震災・・・明日は、わが身・わが地域に起きても不思議ではない。い i
l ざというときに役立つ《阪神淡路大震災の教訓》決定版。防災から[ ------•• ． 

I 危機管理、復興のあり方から市民生活まで、総合的に明らかにする。；I i発行：カヽもがわ出版 i 
l 52人の専門家・市民が、20のテーマ、 115項目でわかりやすく解明！ l l定伽：2200円＋税 i 
Iすいせん ：長野県知事・田中康夫・鳥取県知事・片山善博 ! i申し込み先

l l震災研究センクー l
i---- ·—--- i l (F'AX=078.371・5985) j 

1おすすめの言葉： I
[ CT'EL078 • 371 • 459a) 1 
.̀.--•-- ••一•一•一；

《最後の一人まで救済を》という「弱者の立場」か巨、復興のあり方を検証し続けている「兵庫
県震災復興研究センター」が震災 8 周年を迎えるにあたり、今までの~興のあり方につい
て検証した貴重な一冊である。様々な震災関連した本が出回っている中で、この書籍の特徴は、
「復興の問題点」として市民の目で「行淑責任」「企業責任」を厳しく問い続けている点である。
今後、被災地での震災復興の羅針盤として、また、近いうちに起こるであろう大地震に偏えて
の防災マニュアルとして是非、本書の活用をお勧めしたい。

兵庫県南部地震は、 1995年午前5時46分未明に起こりましt::..,その結果死者6433名ヽその原因
の8割以上が建物の倒壊、落下物による圧死、その後の火災による焼死でしt=-,,いかに建造物が危
険な状態であったか、安全な建造物にすることが多くの犠牲の上に立って得た貴重な教訓として指

摘されてきましにもし~， 3 時間後に地震が起こ？ていたら、学校での被災を想像するだけでぞっとす
る思いでしt::..,ところが、あれから 8年、学校は、依然として危険がいっぱいであるという結果が下記
のように報道されました。

子ども達への安全と安心、「命を大切にする教育」が叫ばれていますが、何より、そこで学ぶ校舎

の安全を保障することが、その前提です。「耐震構造の建物で学習すること」は、被災地神戸での教

訓を生かす原点の1つ、全国へ発信する貴重な教訓ではないでしょうか？財政難を理由に、子ども達

の居場所を危険な状態で済まそうとする「神戸市の姿勢、行政のあり方」が問われます。

a:::：：:：:：：：：:：：:：：:．--•~：：r::::::：：：：：：t:：：：::＝:::=:::：：：:;：こて：：；：：：：：：：：：ュ：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：r：：：:：：：：ェ．て：：：z：：：：：：:：：：:：：::：：：::....～-•~•••=,!

ll 財政危機 市民生活に忍び寄る影 ［ 
昔 昨年秋、神戸市内公立学校の耐震診断の実施率が判明した。被災地でありながら、昔

l llわずか6%。全国平均の3l％を大幅に下回る。診断には一棟平均2~300万円か；；
昔かる。だが2001年度の予算は約 550万円、 02年度は500万円を下回った。 震且
ii災後、診断が済んだのは市内で 10校にすぎない。「やりたいという思いはあるが、
［財政甦だ。もどかしい」と、同市教委学校池蠣課の決！田啓市管理係長は言った。 ：： 
ll （神戸新聞2003年l月16日）ll：:：：：：： ：：：：：：：：：：:：：:：：：：：::—:：：::-s ：：:mm:：：：：:：：：：:：：：~:：：::::: ::：：:：:::::：：:：:：:：:：：：：：:＃：：：：：:：：：,::::::::::::：： :：：：:：：：：：:：::：：：：#;ょ::::--=：：=：：::-.::：：=::::：：:：：：』

特集｀

r財政離」を理由
に、学校の耐震診
断実施率6%。こ
うべの学校は危
険がいつばいと
いうことがわか

りました。

神戸磁封箪年2~3（温かい輪の中で育つ2人を紹介）

三宅鼻が子とも遍は奇
(p4-5帰島のその日まで）

被災地神戸からの舞信を受け止めてヽ：：：：：：：：：．．．．L7:：＃：：::：:--.,,:：：::：:：::: :：：：:：：：m:：とて：：：：：：：：：t：：::: ::：：:：：：:：：：::：： ：：：：：:：：:：:：： ：： ：：：：::::：：：：:：：：：:：:：:：:：:：：：：：::：：：：：：：• :;;••一:::：:：：：：：:：：:とZ!：：::：:::=::::::::=：：：：:::：：::::::：：＝：：::：：：:

1.神戸の学校は「安全J?....p 1 
n .-, 2 ・ 「震災遺児」の H 君が、ニューヨークで・・・ •.．．． p 2 E 

ll ,t 3.「はるかのひまわり」（「妹の死」を受け止めてで新たな一歩）…． p3 』
ll < 4.「三宅島」の今、厳しい現実でも希望を忘れない。 p4~5 :： 
』 じ 5・防災事業「埼玉・飯能高校」の取り組み（神戸からの発信を受け止めて） p6~7 ~ 
g - 6 •手づくり市民追悼式の意義・・・ p7
g 7・広島から神戸にきた修学旅行生からの手紙・・・・ p8 ：： 

ll 8.「震災復興」お薦め本の紹介．．．． p8 
t:：：：：:！:::：：：：：:：:：:-.::：：：：:：：：:::::::：：:-.:::::：：:：：:：：：：：:r.::：:::::::::：：::：::::::: 

喜 鴻玉“皿校四畑-
(p6~7公開事業の様子）
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1995年 11117B、H君のお母さ
んは、大震災の朝、 H君の上におおい
かぶさってH君を助けながら、そのま
ま還らぬ人となってしまいました。

その年の 4月、 H君はM中学校に入

学しました。私は当時担任として前々

から家庭状況を聞いてはいましたが

時々見せる彼の異愴な戚子に唖然とし

ました。一見とても明るい表情で授業

中途切れることなくおしゃべりをしま

す。しかもとても大声で・・・・。しかしふ

と静かになったなあと思って見ると、

目は宙を見つめ、ポーツとした表情で

「マーマ」「マーマ」と無意識に言ってい

るのです。「母親の死がここまで・・・ ・J

と、涙がこみ上げてくるほどでした。

彼はほとんどの授業に身が入らず授

業中のひっきりなしのおしゃ足りで尿

竺-もほとんどが最低の「 1」ばかり

放課後に勉強を教えても「心ここにあ

らず」の様子で効果が見られませんで

した。

3年生になって進路を考える段iこな
って昼間の高校をめざしましたが、結

果的に定時制高校こ進学しました。

その後、どうしているのかなと気に

なりながらも、直接近況を聞くことは

していなかったのですが、6年後の新聞

記事でH君のその後の消息を知ること
になったのです。

それは、 2001年4月にある新聞の 1

面にレインボーハウスというNGOが

震災孤児の代表 2人をアメリカに送り、
アメリカのニューヨークテロ後孤児に

なった子ども達と交流を進めるという

記事が出ていました。その代表の一人

がH君と出ているではありませんか。

H君は、震災後あしなが奨学金のお
世話になっていて、その後もレインボ

ーハウスを通して孤児グループとの交

流やあしなが奨学金の募金活動などに

積極的にかかわっていたのです。

神戸ではヒ
中学校教諭長田寿和子

久しぷりに電話をかけてみると、し

ゃべり方もすっかり落ち着いて大人に

なっていました。今は大学の経済学部

1年生であんなに苦手だった英語やさ

らにフランス語も勉強していること 、

失礼とは思いましたが、いつからそこ

まで学習意欲が高まったのか聞き，まし

た。

「進学した定時制はすぐやめてしま

ったもののレインボーハウスの活動を

続けていく中で、これではだめだと思

って 17オの時に大検を受けて今の大

学に合格しました。」という返事が返っ

てきました。

私は彼の返事を聞いて、ともすれば

彼に対してあきらめかけていた私自身

を恥ずかしく思しべ「どんな子もやれば

できる」ということを淀信しました。

その後、彼はこの夏しィンボーハウ

ス主催の「テロとアフガン爆撃の被害

者家族を日本に呼び、共にキャ／プ生

活を楽しむというイベント jの中心的

なリーダーとなってがんばりました。

後日そのことがテレピで放疾され、彼

の顔がアップで紹介されました。

「どの子も偉大な可能性を秘めてい

る」そして「どのような災害にも負けな

い人間の力の大きさ」を実感しました。

それは、彼のその後の努力と、その努

力を引き出したNGOの温かい連帯し
た活動から、私自身が教えられたこと

でした。

| 「あしなが奨学金・レインポーハウス」について
l災害遺児と病気遺児の奨学団体 rぁしなが育英会J I 
iは1993年4月にスタート。阪神大震災への心のケア
；が本格化した 1996年4月に会嗣を見直し、死因によ ： 
iって遭児を区別せず、全遭児を支援するとともに、 i 
i m良もケアの対象としと阪神大震災の震災遺児673 j 
；人の彙済のために、 96年 4月、神戸事務所を霞立っ i 
l奨学金綱度の周知と心のケアに本重を入れ、癒しの l 
］デイケアセンクー「レインポー^ ウス（虹の家）」が ！ 
l東灘区に99年1月9aに完成震災遺児の心のケア l 
lに本格的に取り組んでいる．（ホームページより抜粋） ！ 
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「震災書匿ること」姑「繭肩いて生さること」

1995年1月17日午前5時46分に阪神
淡路大震災が私の街、神戸を襲いました。

それから 8年、震災で大切な人を亡くし

た人たちにとっては長いような短いよう

な月日、震災当時我が家は、4人家族、私は

15歳で中学 3年生、妹は 11歳で小学 6
年生、両親と暮らしていました。

あの朝、私は 2階で、妹は1階で寝て
いました。妹だけが家具の下敷きになり

亡くなりました。震災での妹の死により

私たち家族の生活は大きく変わってしま
いました。

母ほ亡くなった妹を思い毎日のように

泣き暮らしており、父は対照的にただ無

言で仕事に逃げているように見えましjこ，
私は 自分がしつかbして両親を支えな
くてはと変な責任感にかられて、両親の

前では、泣くこともできず感情を押し殺

していました。でも、時間の経過と共に
ヽつまでも泣いて私の方を見てくれない

母親に対して、もっと生きている私の方

を見てほしいと言う気持ちを持つように

なりました。先に亡くなった妹に嫉妬さ
え覚えました。

そんな気持ちだった私に少しずつ変化

が出てきたのは、亡くなった妹はるかを

通して出会ってきた人たちがいたからで

す。きっかけは、一輪のひまわりでした。

震災の年の夏、妹が亡くなった場所に、一

の大き＇なひまわりの花が咲きました。

その花は、生前妹がかわいがっていた隣

りの家のおうむのえさだったひまわりの

種から咲いたものでした。その後その場

沼-
細藤いつが

所にはたくさんのひまわりが咲きました。

地域の人達は、その花の種を集めて、「は

るかのひまわりJと名付けて毎年絶える

ことなく植え続けてくれています。

はるかのひまわりは、私にたくさんの

出会いをつくってくれました.,同じ震災

を経験した人達の中で、私は肩の力が抜

1う、当たり前のことができるよ，うに＇なり

した。みんな抱えきれないくらいの悲

しみをかかえながら、少しでも明る＜生
きようとしている自分一人だけが辛くて

悲しいんじゃない、そう思えるようにな
りました。

今私は、1・ 1 7希望の灯りというポラ
ンティアグループで震災を達して命の大

切さを伝えていく活動をしてします。私
は語り部として、目に見える神戸の街ば、

元気を取り戻したように見えるけ礼ど
まだまだ心に深い悲しみを抱えている人

たちがいるということを忘れなしすでと伝

えています。震災を語ることは私にと

て、妹の死をしっかり受け止めて、私自
身が前を向いて生きていくために大切な

ことなのです。

失った人は戻っては来ないけれど、「ち

ゃんと一生懸命生きたよ」そう伝えるこ

とができるのは、残された私たちにしか

できないのだから。

最後に、今日成人式を迎えるはずだっ

た妹ほるかに、たくさんの出会いをあり

がとうと言いたいです。

ありがとうございました。

- ~. 

l 匹顧鼠暉輝呪心 ・03.11に譴四隠C“` ! 

．董員糟欝貫書畳霞し血匹．

淵ゆ思吐この「霰頌灰より絆4術で、妹むビくして3年飴乃訳もを、「13号」で、拷司こl
l 蕊鴎噂物毎刃鯰暉靭—人とし可わたことなどとじ頃識されま口こ少しずつ隣さん l
I m 臼ナ止め、前を取て生きかこうとする突裂環り力痴まされたものです。そして針乱盆配 l
］人々 i事えるという大き沼酎紅立ち審虹網別衛ち濱されましたコ功ももたくさ“屯捺いtl 
r鰤勾、国たれること狂じで注す。 ―― .i 
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帰島に向けて希望の光

その日まで力を合わせて

一
- - ＿.ー _1LJ11 貫.

小笠原康夫 （三宅島・ 坪田小学校 秋lll公舎） ． i 
- - -冒 —_ • --- :_ _•_•_ ·-···---·-=············································警一ヽ—........... .― ·······························．．．ー・.....・・．．．·········• -、-’
三宅島から避難して二年と四ヶ月が過ぎてしまいま

した。避難当初の2000年9月には 13 5人が在

籍していた小学生は、次の年の200？年4月には

2 2名、そして、 2002年4月には在籍数0とい

う子供の在籍しない小学校となりました。

中学校は、避難当初（平成12年9月）は120名い

た中学生も、 13年度には57名となり、そして今年度

は22名とかなり少なく＇なってしまった人数でスター

・・・下じまじた；ーー・＊．―-・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・------………・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

今、帰島へのかすかな光がさしてくる中でJ若しい生活

の中でも力を合わせてみんなで力を合わせてがんば：

て＂ヽこうと決意を新たにしています。

ご＂°/ぷ

海上より望む島全景 （噴火前）

小学校の子どもたち＇は

20Q2年3月の2名だけの修了式を最後に、今は全員が厚元の学区の小学校へ通っていますb

転入先の学校ではそれぞれ暖かく迎え入れられ、地域や学校にもとけ込んできています。私たちむ

時々当該校を訪問して行事を参槻したり、担任の先生の話を聞いたり、本人と会って励ましたりし

てゎ法す。

避難当時に保育園の年長組だった児童は今お泄話になっている学投で入学式をしてげます。今、

1年生と 2年生になっていますが、そんなことから、特に転校先の学校に慣れるのが早かったよ う
に思います。

中には若干ですが、高学年や中学生を中心になかなか馴染めず不登校気味になっている子供も出

てきています。担任の先生と担談したり、保護者の方ども話し合ったりしていますが、なかなか縫

しいところがあります。避難生活が2年以上に及び、長引くにつれてどう影響が大きくなるのが心

配です。

■ ■ 
■ -

小学校の教職員は

当初40数名いた教職員は、在籍ゼロに伴い、現在は20名たらずとなりました。

今、週に2日から4日間は都内の各小学校へ「兼務」という形で専科やTTとして勤務していま

す。あとの1日～3日間は村立小学校の教員として勤務し、全国各地に散らばっている子供たちの

家庭訪問や学校訪問を行っています。休日や夏休みには、転校している子どもたちを集めて、運動

会や文化祭、遠足、移動教室、三宅島への児童一時帰島などの行事を実施しています。つい先月の

年末には群馬県の新治村へ「海と山の交流事業」としてスキー交流会に行って来ました。転校して

いる子供たちや保護者あわせて80名ほどが参加しました。

また、日常的に連絡を取り合うためにカラー版で写真の多い「学校便り」を定期発行したり、休

午

日を利用しての地域別の懇談会を実施したりしています。秋川校舎にいるときは、帰島できたとき

にはすぐにでも島で小学校が再開できるように年間指導計画の作成や「評価基準Jづくり、社会科

副読本の作成、教材の整理などを行っています。

釦和？ある以上授業を通じて子供たちとふれあえるうれしさはありますが、 2校の「兼務」とい

う言わばどっちつかずの二重生活に疲れ気味の教員が多くなってきました。

三宅村立中学校も秋川の校舎で3度目の

中学校では

もちつき大会

． 
．
 

冬を迎え、平成14年度も残すところ3学

期のみとな りました。避難当初（平成12 

年9月）は12 0名いた中学生も、 13年

度には57名となり、そして今年度は22

名とかなり少なくなってしまった人数でス

タートしました。

新学期が始まるまではこの人数でどうな

るのだろうかと気をもんでいましたが、

初々しい4名の1年生を迎え、少ないなが

らも、素直でけなげな生徒たちのがんばり

に支えられながら、学校生活を送ることが

できました。

小、中、高校合同で行った運動会や文化祭；特に文化祭では中学生全員で取り組んだ創作濶が好評

でした。夏休みには避難後初めて子供たちの一時帰島が行われ、それぞれが自宅や学校、島の様子

を自分の目で見て、何かを感じ取ってきたようです。

全島避難よりすでに約2年半の歳月が過ぎようとしていますが、火山性ガスの噴出は続き、島民・

は都内をはじめとした全国各地でいまだに苦しい避離生活を送っています。

この災害避難は私たちに家族とは何か、故郷とは何かということを改めて深く考えさせるものと

なりました。三宅の子供たちの大半は今、親元か地元の学校に通っています。多くの子供たちはそ

れぞれの学校で元気に過ごしていますが、長期の避難生活で何らかのストレスを抱えている子供た

ちも少なくありません。

このような状況の中で、大切なことはやはり先生方の協力と連携を深めること、様々な問題に対

して率直に意見を出し合い、知恵を出し合う場を多く持つということです。そして、本当に子供た

ちのためによりよい方向を探って行かなくてはならないと思っています。

最近、少しずつ帰島に向けて明るい見通しになってきました。まだいつ帰れるかはわかりません

がてその日まで、力を合わせてこの状況を乗り越えていきたいと思っています。

子どもたちの今と未来が輝くように！

9
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学校防災施設の公開事業を終えて
倉川 博（埼玉県立飯能高等学校）

●はじめに

2002年10月25日に、飯能高校の創立80累年記

念事業の一環として「備えあれば憂いなし 一
いざというときのために、飯能高校の避難施設

を公開しますー」と題する会を企画しました。

そのいきさつについては 「絆 ．No21」で紹介さ

せていただきま t.,た。

学校の周年事業というと、たくさんの人を集

めて華々しくおこなうことが多いのですが、私

たちはあえて地味であるが重要なテーマを選

びました。しかし、平日の午後の開催いうこと

で地域のみなさんば来ていただけるのか、開会

の直前まで心配をしま した。当日は、万が一の

際は飯能高校に避難することに公る地元のみ
ず•

なさ屈 市の防災関係者など約70名が参加しま

した。

今回は当 日のようす烈どを報告します。

令察業の内容

L'施設見学
飯能高校は県たに38校ある防災徳点校のひ・

とつです。 阪神§だ路大懲災の教割を生かして

避筵施設がつくられま した。当日は小班に分か

れ、教廉員も一緒に施設の見学を しました。

日頃は格技場として使われている避難為設

こは、水道の断水に饒えて雨水を使った水洗卜

イレやシャワー用の太陽熱温水器、避難時に1

0畳程度の小部屋をつくる可動式の間仕切り、

食料備蓄廂などがあります。校庭の地下には耐

震水槽があり、2000人の避難者の約 1週間分の

地下貯水槽から

の揚水実漬

インターネットに

よる安否確認体験

水が確保されています。また、非常時には避難

施設の電源は太陽光発電とディーゼル発電に

より供給され土す。当日は、こうした施設を見

学しましたが、参加者一同、とくに教職員から

は（身近にこんな施設があったのかと）驚きの

声があがりました。

また、今回の創立80周年事業予算で避難施設

内にインターネット回線を入れ、段ボール式簡

易トイレなども購入しました。

2．講演「神戸からの発信J
被災者ネッ

卜yーク代表
の安田秋成さ

ん、稗田小学

校の池見宏子

迄絨こおじヽで
t 1ただき、巨

らの体薮や災

害後の活動を 安田秋成さんの熟のこヽ ったば

紹伊 していテこ

だきました，おふたりの活動のようすは、この

「絆j紙上でもた碍たび紹介されていますので

ここでは函愛し『ますが、 参加者は、 tヽわぱ他］、．
専であった500血陰れた場所の約8年前のでき

ごとを、何年後か先の自分と結びつけることが

できたと思います。わずか90分の中で、おふた

りにはまだまだ伝えたいことがあったと思v
ますし、参加者からももう少しじっくり話を伺

いたかったとの感想が聞かれました。

避難施殴についての説明

を聞く安田秋成さ心と

池見宏子さん

3．避難所運営マニュアルの紹介

この事業がはじめて企画されたときは、「学

校防災マニュアル」を作成することがひとつの

目標になっていました。その後、「学校防災ー

神戸からの提言ー」（神戸新聞社刊）や池見さ

んをはじめ神戸のみなさんの意見を参考に、分

厚いマニュアルではなく、災害発生時の飯能高

校の対応を手短にまとめたものを作成するこ

とになりました。当日は、 ・飯能高校の役割

．避難にあたってのお願い ・施設の概要

・避難所の部屋割 ・避難所運営 について

まとめた4ページの文書を参加者に配布しま

した。

♦おわりに

飯能高校の防災拠点施設は、地域や学校が要

望して作られたものではありません。管理に手

間がかかることもありr、“ありがた迷惑”とい

うのが学校としての本音だったと思いますcし

かし、 80周年事業をひとつのきっかけとして、

地域のみなさんが使えるものに いていこうと

いう発想の転換ができました。

当日の講演の中では、池見宏子さんは「防災

で重要なことは、マニュアルよりも日ごろの人

間関係」ということを強調されました。講演後、

早速地元自治会の方と市の防災担当者が避難

所の健の保管方法について話し合いを持った

と伺いました。市民と学校、市民と行政の距陪

がいくらかでも近づく きっかけになれば、今回

の事業はとりあえずの目的を達成したといス

ると思し、、ます。また、教臓員のなかで防災に関

する意識を高めることができたのも大きな成

果だと考えています。

大きな災害を経険したことのない地域では、

市民の中からの防災意識の高揚を期待するの

は現実として難しい状況です。むしろ、学校が

防災拠点校として積極的に啓蒙活動をする中

で市民の意識も高まり、いざというときには避

難所が市民の立場にたった存在になっていく

のではないかと思っています。

今後は、「避難所運営マニュアル」を市民の

意見を参考に修正しホームページなどを通じ

て地域に公開していく予定です。

8年目にして、未だ真の復興が終わらない神

戸。第2の神戸を出さないようにと奮閤し、発

信を続ける皆さんに敬意を表すとと もに、私た

ちもその活動をしつかり受け止めていきたい

と思います。

,. .. .... .....．．—…...........．．．．-拿......-．．．．．~．．．．-.........~.~......"...-.............. ・-・-・・――▲.....-- ........... __ -----------------
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薗
i:： t17手づくり市民追蜂式(3回目） >
且子べての犠牲者 (6433人の犠牲者 253 余りの孤独死、 設・，， 住宅など目

l> の犠牲者）の冥福を祈り、人命優先の復興を誓うために 目
i:i 
i:i 大震災から 8年になりますc 行政が「追悼式jを中止して3年、その時からはじめた「手づく益
i:；り市民追悼式Jは 3回目となります。「心のこもった法要、胸が熱くなりました。 j「贅明とニ 百臣
i:；胡の音色が心にしみましtc.-。」と手を合わす人々、私たち被災者は、震災犠牲者を心に抱き続埒
Biけています。 街は震災と不況で明日が見えず、市民生活の苦しみは大きく深くなっていま目

委
：～す。地域は震災前より住みにくくなりました。なじみの客がいなくなり、市場や商店がつぶ委i:i :< 
i:；れています。人が元の街に帰れず、地域の活性化は困難です。 被災者は「公営団地」に集め栞
l:l !ilられ、生活用品はスーパーやコンピニに求めざるを得ない、わびしい暮らしです。安心して目

否
目住める街、安全な住宅、高齢者、障害者、子ども達にやさしい街、復興は「人間優先」である日
;iべきです。
i月 ミ

i:； 防災対策は多数の犠牲者を出しt—-とを反省し、人命尊重を第一とすべきです。 乏

召i 臣
i:； 1月 17日は、 6433人の犠牲者、 253人余りの孤独死、仮設・復興住宅などのすべての犠牲目
目者の冥福を祈りましょう。生き残ったものが、人間優先復興を追及することを誓いましょう。日

lil （市民追悼式「呼びかけ文」より） 日

l§ 2003年市民追悼式実行委員会 産弓届：：：s：ご□石冨云犀る:戸了贔：：品5霊戸‘・.目：： ：． 
i日 （事務局：阪神淡路大震災被災者［［ 職を失った市民と、将来ヽ の展望を失っている子ども 訂:
i;i ネットワーク）
i:i g 達の姿がダブって見えました。こOlままでは、神戸は g乏

l:! .べが・・
．呑 将来への展望をなくしていく Fと思うと大変な危機を感 昔臣

:: :c i:! ，：蕊：：必 じました。生活再建の見通しがもてる神戸にしたいと ：：エ
i:！ 参加者の声から ー盛年匹血：：：：笈．．強く思いました。 （竹中田

荏臣
・ギ出

i:i 
sン・ ： .. 
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